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	研修要旨（プログラム毎に）　　　研修に関する考察（プログラム毎に）


＜研修まとめ＞

　研修の内容はＨ16年3月10日にとりまとめた「新人看護職員の臨床実践能力の向上に関する検討会報告書」の概要に関する説明と、実際にどのように新人教育を行っているのかについて、モデルを紹介する形だった。

　この研修は昨年度から厚生労働省が始めたものだというが、今、新卒看護職員がいかに戦力にならないか、また、新人看護職員の離職率が９％と高値であることを受けての対策である。教育カリキュラムの変更によりできてきたギャップも大きいと思う。これは看護職だけにいえることではなく、今の若者の特徴でもあると思う。ニートと呼ばれる若者が急増しているが、これらも教育構造の変化による社会的な問題だと思う。何しろ最近の若者は“理由”を考えようとしないし、教えようとしても“理由”を知る必要性を感じていないために聞いていない。現在の学校や塾では、問題の解き方は教えるが、考え方は教えていない。試験に出る問題の解き方＝手順だけを教える。なぜそのような手順を踏むのか？という根拠を教えてはいない。そのような環境の中で学習してきた若者たちは、職場に出ても同じように手順を繰り返すことはできるが、理由＝根拠を考えようとしない・・・いや、理由を考えるとか根拠を求める！という私たちの世代では当たり前のことが今は非常識なのである。だから理由を考える必要もなければ根拠など知る必要もない。

　しかし、私たちはあちこちにあるファーストフードの店員ではなく、“看護”という一つの技術＝方法論を利用して、今ここに生きている生活者（患者）に対して、その人にとって健康な生活に戻るお手伝いをすることを業としているはずだ。一人一人の患者様はみな自分の生活の歴史を持っている。その歴史の上に今の生活があり、これからの生活があるのである。看護は、手順だけを覚えればできるというような類の物ではない。手順は看護を提供するための最低限の条件を示している手引書である。最近の若者は手順を覚えるのは非常に得意である。が、看護者となるためにはその“手順の意味を考える・理解する”ことが求められる。

それを教えるのが職場内での新人教育なのである。

　しかし、ここでまた一つ大きな問題がある。私たちの世代は“看護は盗むもの”と教えられてきた。先輩の仕事をする姿を見て、そこから必要なことを学ぶのである。誰も手取り足取り教えてくれることなどなかった。知らなければ“あなたはできない人”とみなされ、それなりの仕事しか与えられなくなるだけである。つまり、自己学習することが当たり前であった。資格を取ってからは、自分自身の能力を自分自身で高めるために自分で努力することが当然だった。私たちは教育に関して何の知識も持っていない。看護学校では看護技術を患者様に提供するための学習・実習はしてきた。しかし、自分が誰かに教育するノウハウなど学習する必要はなかったしそのような時間もなかった。でも今は、現場で看護を実践している先輩が新人職員を教育しなければならないのである。教育のイロハなど何も知らないにも関らず。また、そのような先輩職員に対する指導者教育もほとんど行われていない。

　それが、何を意味するのか？まず新人職員は、①先輩を見て学ぶというような思考は持っていない、②新人職員は手順を覚えることは得意、③新人職員はものの意味や根拠を考えるということは教育されていない。一方新人職員を受け入れる側は、①先輩の姿から学ぶのが当然と教育されてきた、②学校では看護を実践するための知識と技術の教育を受けてきた、③自分の知識を実践につなげるためには自分自身が学習し習得することが当然と考えている、④看護教育は受けてきたが、教育者になるための教育は受けていない。これらの世代間ギャップが、現在の現場教育＝ＯＪＴがうまく機能していないことにつながっていないだろうか？

　私たち看護管理者は、新人看護職員の能力を最大限に引き出し、それを今後の戦力としていきたい。そのためには、現任職員に教育することの意味を教え、そのやり方を教えなければならないということになる。もっとも大切なはじめの教育がバラバラになっていてはいけないのである。

＜研修要旨＞

1、 看護行政の動向

2、 新人看護職員の臨床実践能力の向上に関する検討会報告書について

3、 継続教育の考え方

　　　　講師：日本赤十字医療センター　副看護部長　村上　睦子

　これらについては、厚生労働省がまとめた資料があるのでそれを参照。（別紙資料１）

　研修内容は上記資料を細かく説明しただけであった。

4、 新人看護職員研修の現状・実際

　　　　講師：国家公務員共済組合連合会　平塚共済病院　看護部長　佐藤　昭枝

　平塚共済病院で行っている新人教育、現任教育について説明してもらった。当院の看護課採用時研修・基礎研修・課内研修で行っている内容と似たような考え方で行っていたが、当院と大きく違うのは、都会であることの利点をうまく活用していることである。つまり、外部からの講師や学校の教育を得やすいという利点である。研修スケジュールも研修に対する考え方もしっかりしている。研修内容は毎年見直しているという。（別紙資料２）

　独立採算制で、現看護部長になって13年間一度も赤字になったことがないという。見習いたい。










